
(57)【要約】
【課題】安全な原料を用いて、反芻動物の第一胃内の発酵調整と第一胃液の物理性を改善
し、飼料効率の向上および疾病の減少により生産性の向上を図ることのできる反芻動物用
の飼料およびそれらを配合した反芻動物用飼料を給与する反芻動物の飼育方法を提供する
。さらに、濃厚飼料多給時における反芻動物の第一胃内の良好な環境維持にも有効な反芻
動物の飼料を提供する。
【解決手段】アルキル鎖長がＣ８～１４までの中鎖脂肪酸あるいはこれら中鎖脂肪酸を含
む油脂類を反芻動物用飼料に添加し、給与することにより、第一胃発酵が適度に調整され
、ガス産生が顕著に抑制される結果、エネルギー損失が大幅に低減され飼料効率が改善さ
れる。また、第一胃液の物理性を改善し消化器疾病の発生率を低下させる。また、モネン
シンなどのイオノフォアとは異なり、長期給与による畜産物への抗生物質の残留および自
然環境への弊害等も起こさない。
　　【添付図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 鎖 脂 肪 酸 、 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の グ リ セ リ ド を 含 有 せ し め る こ と を 特 徴 と す る 飼 料 効 率 の 改
善 と 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑 止 す る 反 芻 動 物 用 飼 料
【 請 求 項 ２ 】
中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の グ リ セ リ ド の 含 有 率 が 乾 燥 物 と し て 飼 料 重 量 あ た り 0.01～ 90
.0重 量 %の 範 囲 で あ る 請 求 項 1記 載 の 飼 料 効 率 の 改 善 と 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑
止 す る 反 芻 動 物 用 飼 料
【 請 求 項 ３ 】
濃 厚 飼 料 給 与 割 合 が 10.0～ 90.0重 量 %の 範 囲 で あ る 場 合 に お け る 請 求 項 1又 は ２ に 記 載 の 飼
料 効 率 の 改 善 と 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑 止 す る 反 芻 動 物 用 飼 料 。
【 請 求 項 ４ 】
中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の グ リ セ リ ド が 粉 末 化 さ れ た も の で あ る 請 求 項 1、 ２ 又 は ３ に
記 載 の 飼 料 効 率 の 改 善 と 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑 止 す る 反 芻 動 物 用 飼 料 。
【 請 求 項 ５ 】
中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の グ リ セ リ ド の 含 有 率 が 乾 燥 物 と し て 飼 料 重 量 あ た り 0.01～ 90
.0重 量 %の 範 囲 で あ る 動 物 用 飼 料 を 給 与 す る こ と を 特 徴 と す る 第 一 胃 内 発 酵 の 調 整 に よ る
飼 料 効 率 を 改 善 と 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑 止 す る 反 芻 動 物 の 飼 育 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 反 芻 動 物 用 飼 料 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 反 芻 動 物 の 第 一 胃 内 の 発 酵 を
調 整 し 、 飼 料 効 率 の 改 善 及 び 濃 厚 飼 料 多 給 時 に お け る 第 一 胃 環 境 を 良 好 に 維 持 す る た め の
飼 料 、 及 び こ の 飼 料 を 用 い る 反 芻 動 物 の 飼 育 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 元 来 、 草 食 動 物 で あ る 反 芻 動 物 は 、 牧 草 な ど を 中 心 と し た 繊 維 質 の 多 い 飼 料 を 採 食 す る
が 、 こ の よ う な 繊 維 質 は セ ル ロ ー ス 等 を 含 む 難 消 化 性 物 質 で あ る た め 、 繊 維 を 効 率 的 に 消
化 す る た め の 特 徴 的 な 消 化 器 官 を 発 達 さ せ て い る 。 す な わ ち 、 微 生 物 と の 共 生 シ ス テ ム を
発 達 さ せ た 、 巨 大 な 発 酵 槽 を 呈 す る 第 一 胃 を 中 心 と し た 反 芻 胃 で あ る 。
　 採 食 さ れ た 飼 料 は 、 咀 嚼 さ れ た 後 、 第 一 胃 に 流 入 し て バ ク テ リ ア （ 細 菌 ） や プ ロ ト ゾ ア
（ 原 虫 ） 、 フ ァ ン ジ ャ イ （ 真 菌 ） な ど の 多 種 多 様 な 微 生 物 群 に よ る 発 酵 を 受 け る 。 こ の 発
酵 に よ り 増 殖 し た 微 生 物 自 体 や 代 謝 産 物 で あ る 揮 発 性 脂 肪 酸 （ Ｖ Ｆ Ａ ） が 、 宿 主 で あ る 反
芻 動 物 の 主 た る 栄 養 源 と し て 利 用 さ れ る 。
　 更 に 、 近 代 畜 産 で は 、 こ の よ う な 繊 維 質 を 中 心 と し た 粗 飼 料 の み で は な く 、 ト ウ モ ロ コ
シ や 大 麦 等 の 穀 類 、 大 豆 粕 、 菜 種 粕 等 の 植 物 粕 類 や 、 ふ す ま 等 の 糟 糠 類 等 の 濃 厚 飼 料 を 併
給 す る こ と で 、 生 産 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 濃 厚 飼 料 を 併 給 す る 飼 養 管 理 方 法 は 、 生 産 性 を 劇 的 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能
で あ る が 、 一 方 で 、 濃 厚 飼 料 の 過 食 に よ り 第 一 胃 内 微 生 物 群 の 生 態 が 崩 壊 し 、 良 好 な 発 酵
を 維 持 で き な い 状 態 に 陥 る 可 能 性 が あ る 。 す な わ ち 、 過 剰 な 第 一 胃 発 酵 に 伴 う 第 一 胃 ア シ
ド ー シ ス や 鼓 脹 症 な ど で あ る 。
　 第 一 胃 ア シ ド ー シ ス は 澱 粉 質 を 大 量 に 含 む 発 酵 性 の 高 い 炭 水 化 物 の 多 量 摂 取 に よ り 、 Ｖ
Ｆ Ａ 等 の 有 機 酸 が 過 剰 に 生 成 さ れ 、 第 一 胃 内 の ｐ Ｈ が 著 し く 低 下 す る こ と で 引 き 起 こ さ れ
る 。 こ の よ う な 低 ｐ Ｈ 状 態 で は 第 一 胃 内 の 乳 酸 生 成 菌 が 過 剰 に 増 加 し 、 乳 酸 が 大 量 に 発 生
す る 。 こ の 乳 酸 の う ち Ｄ － 乳 酸 は 代 謝 さ れ な い た め 、 体 内 に 吸 収 さ れ て 血 液 ｐ Ｈ の 低 下 に
よ る 乳 酸 ア シ ド ー シ ス の 原 因 と な る 。
　 同 時 に 、 穀 類 の 大 量 摂 取 は 、 第 一 胃 内 の 粘 度 を 低 下 さ せ る 唾 液 の 分 泌 量 を 減 少 さ せ 、 さ
ら に 粘 性 物 質 を 大 量 に 生 産 す る 微 生 物 の 増 殖 を 招 く 。 こ れ に よ り 第 一 胃 液 の 粘 性 が 著 し く

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-236295 A 2007.9.20



増 加 し 、 発 酵 ガ ス に よ り 泡 沫 が 形 成 さ れ 、 発 酵 ガ ス の 蓄 積 に よ る 第 一 胃 が 異 常 に 膨 満 す る
泡 沫 姓 鼓 脹 症 を 発 症 す る 。
　 濃 厚 飼 料 の 過 剰 摂 取 に よ る 消 化 管 障 害 及 び そ れ に 伴 う 疾 病 と し て 、 こ の 他 に 第 一 胃 角 化
不 全 、 肝 膿 瘍 、 蹄 葉 炎 な ど が あ り 、 こ れ ら の 疾 病 に よ り 家 畜 が 損 耗 或 い は 死 亡 し 、 著 し く
生 産 性 を 低 下 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 飼 料 が 第 一 胃 に お い て 発 酵 す る 過 程 に お い て 、 最 終 産 物 と し て 二 酸 化 炭 素 、 メ タ ン 、 水
素 な ど の ガ ス が 発 生 す る 。 こ の う ち メ タ ン は ガ ス 発 生 量 の 約 ３ ０ ％ を 占 め 、 飼 料 と し て 摂
取 し た エ ネ ル ギ ー の 内 、 約 ３ ～ ８ ％ が 有 効 に 利 用 さ れ る こ と な く 、 メ タ ン と し て 大 気 中 に
放 出 さ れ る 。
　 メ タ ン は 、 二 酸 化 炭 素 の 約 20倍 の 温 室 効 果 が あ り 、 反 芻 動 物 か ら 発 生 す る メ タ ン は メ タ
ン 発 生 量 全 体 の 約 15％ で あ る と さ れ て い る こ と か ら 、 生 産 性 の 向 上 の み で な く 、 地 球 温 暖
化 防 止 の 側 面 か ら も 反 芻 動 物 か ら の メ タ ン 発 生 の 抑 制 は 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 反 芻 動 物 に 与 え ら れ る 飼 料 に 含 ま れ る 窒 素 化 合 物 の う ち 、 約 ７ ０ ％ が 蛋 白 質 で あ り 、 残
り は ア ン モ ニ ア 、 ア ミ ノ 酸 、 核 酸 、 硝 酸 な ど の 非 蛋 白 態 窒 素 （ Ｎ Ｐ Ｎ ） で あ る 。 蛋 白 質 は
、 第 一 胃 内 で 微 生 物 に よ り ペ プ チ ド 、 ア ミ ノ 酸 、 ア ン モ ニ ア と 段 階 的 に 分 解 さ れ 、 Ｎ Ｐ Ｎ
も 大 半 が ア ン モ ニ ア に ま で 分 解 さ れ る 。 ア ン モ ニ ア の 一 部 は 微 生 物 に 再 び 取 り 込 ま れ 、 蛋
白 質 に 再 合 成 さ れ 、 第 一 胃 か ら 下 部 消 化 管 に 流 出 し た 微 生 物 態 窒 素 を 宿 主 で あ る 反 芻 動 物
が 蛋 白 質 と し て 消 化 ・ 吸 収 す る こ と に な る 。
　 し か し 、 微 生 物 が 再 利 用 で き な い 過 剰 な ア ン モ ニ ア は 第 一 胃 壁 よ り 吸 収 さ れ 、 肝 臓 に お
い て 無 毒 な 尿 素 に ま で 代 謝 さ れ る 。 こ の よ う な 尿 素 の う ち 、 一 部 は 唾 液 、 或 い は 第 一 胃 壁
を 通 じ て 第 一 胃 内 に 還 元 さ れ る が 、 大 部 分 の 尿 素 は 有 効 に 利 用 さ れ る こ と な く 、 尿 中 或 い
は 乳 中 に 排 出 さ れ 窒 素 の 損 失 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 生 産 性 の 低 下 を 改 善 す る た め に 、 イ オ ノ フ ォ ア で あ る ポ リ エ ー テ ル 系 抗 生 物
質 が 用 い ら れ る 。 代 表 的 な 抗 生 物 質 は 、 モ ネ ン シ ン 、 ラ サ ロ シ ッ ド 、 サ リ ノ マ イ シ ン な ど
で あ る 。 こ の よ う な イ オ ノ フ ォ ア は 第 一 胃 内 に お け る あ る 種 の 微 生 物 の 細 胞 膜 と 結 合 し 、
細 胞 内 の イ オ ン 濃 度 を 撹 乱 さ せ る こ と で そ れ ら の 増 殖 を 抑 え る 働 き が あ る 。 こ の よ う な 作
用 に よ り 、 イ オ ノ フ ォ ア を 添 加 し た 飼 料 を 給 与 し た 場 合 、 第 一 胃 内 の メ タ ン を 含 む ガ ス 発
生 が 抑 制 さ れ る 一 方 、 第 一 胃 内 の 揮 発 性 脂 肪 酸 （ Ｖ Ｆ Ａ ） 組 成 が 変 化 し 、 プ ロ ピ オ ン 酸 の
割 合 が 増 加 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 Ｖ Ｆ Ａ に は 酢 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 、 酪 酸 な ど が あ る が
、 こ の 中 で も っ と も エ ネ ル ギ ー 効 率 の 高 い の が プ ロ ピ オ ン 酸 で あ る 。 つ ま り 、 イ オ ノ フ ォ
ア の 添 加 に よ り 、 飼 料 効 率 が 改 善 さ れ る の で あ る 。 ま た 、 微 生 物 に よ る ア ミ ノ 酸 か ら の 脱
ア ミ ノ 化 を 阻 害 し 、 ア ン モ ニ ア の 発 生 を 抑 制 す る こ と で 窒 素 の 利 用 効 率 を 改 善 し 、 更 に は
、 乳 酸 生 成 菌 群 や 粘 性 物 質 を 生 産 す る 菌 の 増 殖 を 抑 制 し 、 濃 厚 飼 料 多 給 時 に お け る 第 一 胃
環 境 を 良 好 に 維 持 す る 効 果 が あ る 。
こ の よ う に 、 イ オ ノ フ ォ ア は 第 一 胃 内 の 発 酵 を 調 整 す る 効 果 を 十 分 に 発 揮 す る が 、 抗 生 物
質 の 一 般 的 特 性 と し て 、 通 常 ヒ ト を 含 む 動 物 に 長 期 に わ た っ て 使 用 し た 場 合 、 耐 性 菌 の 出
現 や 生 体 内 に お い て 抗 生 物 質 に 感 受 性 の な い 細 菌 類 が 選 択 的 に 増 殖 す る 等 の 欠 点 を 有 す る
た め 、 こ れ の 長 期 投 与 は 適 切 な 方 法 と 言 え な い 。 ま た 、 薬 効 が 消 失 し た 場 合 は 、 畜 産 な ど
経 済 動 物 に お い て は 、 投 与 薬 剤 の コ ス ト が そ の ま ま 経 済 的 損 失 と な る こ と が あ る 。 又 、 残
留 薬 剤 の 環 境 へ の 悪 影 響 も 無 視 し 得 な い 状 況 に あ る 。
そ こ で 、 抗 生 物 質 以 外 の 原 料 の 中 か ら 、 安 全 性 が 高 く 、 第 一 胃 の 発 酵 を 調 整 し 飼 料 効 率 を
改 善 す る 素 材 の 開 発 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
牛 の 第 一 胃 内 に お け る メ タ ン を 主 と す る ガ ス 産 生 を 抑 制 し 、 飼 料 効 率 を 高 め る 第 一 胃 発 酵
調 整 用 の 乳 牛 用 飼 料 と し て 、 天 然 原 料 で あ る ア セ ン ヤ ク 、 チ ヤ 、 プ ル ー ン 又 は ス テ ビ ア （
非 特 許 文 献 １ ） の 破 砕 物 お よ び 抽 出 物 、 抽 出 粕 あ る い は 種 子 粕 を 第 一 胃 発 酵 調 整 剤 と し て
養 牛 用 飼 料 に 添 加 し て 乳 牛 や 肉 牛 を 飼 養 す る 方 法 （ 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ８ ８ ５ 号 公 報 ） が
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知 ら れ て い る が 、 こ の 方 法 は 、 乳 牛 及 び 自 然 に 対 し て は 極 め て 安 全 且 つ マ イ ル ド で メ タ ン
ガ ス の 産 生 を 適 度 に 抑 え る 点 で は 優 れ て い る が 、 飼 料 効 率 の 面 か ら は 十 分 と は 云 え な い 。
又 、 中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ リ ド を 羊 、 ヤ ギ 、 乳 牛 に 給 与 す る 例 と し て メ
タ ン 生 産 性 を 調 整 、 ル ー メ ン 中 の ア ン モ ニ ア 態 窒 素 の 利 用 等 に 関 す る 報 告 が 知 ら れ て い る
が 、 メ タ ン や プ ロ ト ゾ ア 数 の 減 少 は 認 め ら れ る も の の 、 い ず れ の 報 告 も 生 産 性 を 向 上 さ せ
る 根 拠 は 示 さ れ て お ら ず 、 む し ろ 繊 維 消 化 率 な ど の 低 下 傾 向 が 認 め ら れ る も の も あ る 。
他 方 、 反 芻 動 物 に 対 す る 中 鎖 脂 肪 酸 の 給 与 に あ た っ て は 、 第 １ 胃 中 の バ ク テ リ ア に 対 し て
有 害 効 果 を 発 揮 し な い よ う に 脂 肪 酸 成 分 を 第 １ 胃 で 保 護 す る こ と が 望 ま し い 、 と す る も の
も あ る 。 （ 選 考 文 献 の 記 載 部 分 を こ の よ う に 表 し ま し た 。 審 査 官 は 、 上 記 文 献 を 引 用 し て
、 反 芻 動 物 用 飼 料 に 中 鎖 脂 肪 酸 、 そ の 塩 、 ト リ グ リ セ リ ド を 添 加 ・ 給 与 し た こ と が 記 載 さ
れ て い る の で 公 知 乃 至 こ れ か ら 容 易 に 類 推 で き る と 言 っ て く る 可 能 性 が あ り ま す 。 そ の と
き の た め に 、 請 求 項 を 単 に 「 反 芻 動 物 用 飼 料 」 と せ ず 、 実 質 的 に は 同 じ こ と で す が 、 「 飼
料 効 率 の 改 善 と 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑 止 す る 」 を 入 れ て お き ま し た 。 こ れ は
、 発 明 の 課 題 、 そ の 解 決 手 段 、 発 明 の 効 果 に 一 貫 し て 記 載 さ れ て い ま す の で 、 こ れ を 評 価
し て く れ れ ば よ い の で す が 。 更 に 「 濃 厚 飼 料 多 給 時 」 に 限 定 せ ざ る を 得 な い か も 知 れ ま せ
ん 。 上 記 文 献 の 記 載 内 容 、 程 度 に よ り ま す 。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ ８ ０ ３ 号 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ８ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ １ ８ ０ ３ １
【 非 特 許 文 献 １ 】 A. Ando et al., Sustainable AnimalProduction Env. Proc. 7th AAAP
 Animal Sci., 1994年 、 vol. 3, P51-52
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Blaxter et. al., Journal of the Science of Foodand Agriculture, 
Vol.17, 417-421, 1966
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Machmuller et. al., Canadian Journal of Animal Science, 79巻 、 65
-72,1997）
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Matumoto et. al., Journal of General and Applied Microbiology,Vo
l. 37, 439-445
【 非 特 許 文 献 ５ 】 Hristov et. al. Journal of Dairy Science 87, 1820-1831. 2004
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 人 、 そ の 他 の 動 物 及 び 自 然 環 境 に と っ て 安 全 な 原 料 を 用 い て 反 芻 動 物
の 第 一 胃 内 発 酵 を 調 整 し て 飼 料 効 率 を 改 善 し 、 又 、 濃 厚 飼 料 多 給 時 に あ っ て も 第 一 胃 内 環
境 を 良 好 に 維 持 し て 消 化 器 障 害 に よ る 生 産 性 の 低 下 を 抑 止 す る 反 芻 動 物 用 飼 料 を 提 供 す る
こ と 、 及 び 反 芻 動 物 の 飼 育 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 の 結 果 、 中 鎖 脂 肪 酸 、 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の
ト リ グ リ セ ラ イ ド を 添 加 し た 飼 料 を 反 芻 動 物 に 給 餌 す る こ と に よ っ て 第 一 胃 内 発 酵 が 調 整
さ れ て 大 幅 に 飼 料 効 率 が 向 上 す る こ と 、 又 、 濃 厚 飼 料 多 給 時 に お い て も 第 一 胃 環 境 が 良 好
に 維 持 さ れ 、 反 芻 動 物 の 生 産 性 が 飛 躍 的 に 改 善 さ れ る こ と を 見 出 し 、 こ れ ら の 知 見 に 基 づ
い て 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ っ て 、 中 鎖 脂 肪 酸 、 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド を 添 加 し た 飼 料 を 反
芻 動 物 に 給 餌 す る こ と に よ っ て 、 反 芻 動 物 の 第 一 胃 内 の 発 酵 が 適 度 に 調 整 さ れ て 、 メ タ ン
発 生 が 抑 え ら れ て エ ネ ル ギ ー の 損 失 が 減 少 す る 。 又 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 の 高 い プ ロ ピ オ ン 酸
の 産 生 が 亢 進 さ れ 、 蛋 白 質 か ら の ア ン モ ニ ア の 発 生 が 窒 素 の 損 失 量 を 低 下 さ せ る な ど の 効
果 が あ り 、 こ れ に よ っ て 、 飼 料 効 率 が 大 幅 に 向 上 す る 。
　 更 に 、 濃 厚 飼 料 多 給 時 に あ っ て も 、 第 一 胃 内 の 環 境 が 良 好 に 維 持 さ れ て 、 乳 酸 濃 度 が 減
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少 し 、 第 一 胃 液 の 泡 沫 形 成 能 が 減 少 す る の で 、 鼓 脹 症 を は じ め と す る 消 化 器 障 害 に よ る 生
産 性 の 低 下 を 抑 え る こ と が 出 来 る 。
　 又 、 本 飼 料 は 、 長 期 給 与 に よ っ て も 所 謂 抗 生 物 質 に よ る 自 然 環 境 へ の 弊 害 、 畜 産 物 へ の
残 留 薬 剤 の 弊 害 等 も 起 こ さ な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る に 当 た っ て 用 い ら れ る 中 鎖 脂 肪 酸 は 、 ア ル キ ル 鎖 長 が 8～ 14の 中 鎖 脂
肪 酸 で あ り 、 遊 離 酸 、 そ の ア ル カ リ 金 属 塩 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 、 更 に は 各 種 エ ス テ ル の
形 で あ っ て も よ い 。 又 、 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド は 、 ヤ シ 油 、 パ ー ム 核 油 、 な ど に
代 表 さ れ る 油 脂 類 が 主 に 用 い ら れ る 。 又 、 こ れ ら 中 鎖 脂 肪 酸 及 び 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ
ラ イ ド は 粉 末 化 し た も の が 使 用 に 便 利 で あ り 、 乳 化 剤 、 ケ イ 酸 、 糖 類 、 そ の 他 の 飼 料 原 料
と 適 宜 混 和 し て 飼 料 添 加 物 と し て も よ く 、 こ れ ら を 直 接 反 芻 動 物 用 飼 料 に 添 加 ・ 混 合 し て
給 餌 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 飼 料 添 加 物 を 反 芻 動 物 用 飼 料 に 添 加 し て 用 い る 場 合 、 そ れ ら の 乾 燥 物 を 配 合 飼 料 に
対 し ０ ． ０ １ ～ ９ ０ ． ０ ０ 重 量 ％ の 範 囲 で 配 合 す る 。 よ り 好 ま し く は 、 配 合 飼 料 に 対 し ０
． １ ～ １ ０ ． ０ ０ 重 量 ％ の 範 囲 で 配 合 す る 。 又 、 こ れ ら の 添 加 物 を 配 合 飼 料 あ る い は 混 合
飼 料 に 添 加 し て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 飼 料 は 、 濃 厚 飼 料 を 多 給 す る 飼 養 環 境 に お い て 最 も 効 力 を 発 揮 す る 。 な お 、 濃
厚 飼 料 の 多 給 と は 、 反 芻 動 物 に 与 え ら れ る 飼 料 の う ち 、 濃 厚 飼 料 を 含 む 割 合 が ４ ９ ． ０ ％
以 上 で あ る と き を 云 う 。 ま た 、 飼 料 中 の 澱 粉 割 合 が ２ ０ ． ０ 重 量 ％ 以 上 の 場 合 に お い て も
同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 本 発 明 を 実 施 例 を 用 い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
実 施 例 1： 反 芻 動 物 用 配 合 飼 料 の 調 製 （ 飼 料 組 成 は 全 て 重 量 ％ 表 示 ）
　 反 芻 動 物 用 配 合 飼 料 （ ト ウ モ ロ コ シ ４ ０ ． ０ ％ 、 大 麦 ３ ０ ． ０ ％ 、 ふ す ま ２ ０ ． ０ 、 大
豆 粕 ８ ． ０ ％ 、 糖 蜜 １ ． ０ ％ 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム １ ． ０ ％ ） に 夫 々 ０ ． ５ ％ 、 １ ． ０ ％ の 割
合 に な る よ う に ラ ウ リ ン 酸 、 パ ー ム 核 油 又 は ヤ シ 油 を 添 加 し 、 均 等 に 混 和 し 各 々 １ ０ ． ０
ｋ ｇ ず つ の 試 験 用 飼 料 を 調 製 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 ２ ： パ ー ム 核 油 又 は ヤ シ 油 が 第 一 胃 発 酵 に 及 ぼ す 影 響
　 実 施 例 1で 調 製 し た 中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド を 有 効 成 分 と す る 第
一 胃 発 酵 調 整 用 飼 料 が 第 一 胃 発 酵 を 改 善 す る 効 果 を 有 す る か 否 か を 判 定 す る 目 的 で 以 下 の
実 験 を 行 っ た 。
　 実 施 例 1で 示 し た 反 芻 動 物 用 配 合 飼 料 に パ ー ム 核 油 を １ ． ０ ％ 添 加 し た も の を 試 験 区 １
、 ヤ シ 油 を １ ． ０ ％ 添 加 し た も の を 試 験 区 2と し 、 無 添 加 区 を 対 照 と し ， イ ン ビ ト ロ 培 養
に よ り 比 較 し た 。
　 す な わ ち 、 牛 の 第 一 胃 液 を ｐ Ｈ ６ ． ８ に 調 整 し た 緩 衝 液 で 希 釈 し 、 培 養 液 を 作 成 し 、 当
該 飼 料 を 添 加 し 、 嫌 気 状 態 を 保 ち つ つ ３ ９ ． ０ 度 で ８ 時 間 培 養 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 結 果 を 表 １ に 示 し た 。 第 一 胃 発 酵 に 伴 う メ タ ン 産 生 量 は 試 験 区 １ 及 び 試 験 区 ２ に お い
て 顕 著 に 減 少 し た 。 又 、 試 験 区 １ 及 び 試 験 区 ２ に お い て は 総 Ｖ Ｆ Ａ 量 及 び プ ロ ピ オ ン 酸 濃
度 が 顕 著 に 高 ま り 、 更 に 、 ア ン モ ニ ア 濃 度 及 び 乳 酸 濃 度 が 低 下 し た 。 こ れ ら の こ と か ら 、
中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド は 第 一 胃 発 酵 を 調 整 し 、 エ ネ ル ギ ー 及 び 蛋
白 質 の 損 失 を 抑 制 し 、 飼 料 効 率 が 改 善 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。 更 に 、 乳 酸 濃 度 の 低 下 に よ
り 濃 厚 飼 料 多 給 時 の 第 一 胃 環 境 を 改 善 す る こ と が 認 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
実 施 例 ３ ： ラ ウ リ ン 酸 が 第 一 胃 発 酵 に 及 ぼ す 影 響
　 実 施 例 １ で 調 製 し た 中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド を 有 効 成 分 と す る 第
一 胃 発 酵 調 整 用 飼 料 が 第 一 胃 発 酵 を 調 整 す る 効 果 を 判 定 す る 目 的 で 以 下 の 試 験 を 実 施 し た
。
　 す な わ ち 、 実 施 例 1で 示 し た 供 試 飼 料 に ラ ウ リ ン 酸 を ０ ． ５ ％ 、 １ ． ０ ％ 添 加 し た 区 を
夫 々 試 験 区 １ 、 試 験 区 2と し 、 無 添 加 区 を 対 照 区 と し 、 第 一 胃 に カ ニ ュ ー レ を 装 着 し た ホ
ル ス タ イ ン 種 去 勢 牛 ６ 頭 を 用 い て ３ × ３ ラ テ ン 方 格 法 に よ り 比 較 評 価 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 供 試 牛 に は チ モ シ ー 乾 草 １ ． ０ ｋ ｇ ／ 回 、 供 試 飼 料 ５ ． ０ ｋ ｇ ／ 回 を １ 日 ２ 回 給 与 し た
。 試 験 期 間 は ２ １ 日 と し 、 前 半 の １ ４ 日 間 を 適 応 期 間 、 後 半 の ７ 日 間 を 試 験 期 間 と し 、 夫
々 ３ 期 間 反 復 処 理 し た 。 試 験 期 間 に 第 一 胃 液 、 糞 及 び 血 液 を 採 取 し 、 分 析 に 供 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
結 果 を 表 ２ 、 及 び 表 ３ に 示 し た 。 第 一 胃 内 の Ｖ Ｆ Ａ 組 成 が 変 化 し 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 が 高 い
プ ロ ピ オ ン 酸 産 生 が 増 加 し た 。 更 に 、 乳 酸 濃 度 及 び 第 一 胃 液 の 泡 沫 安 定 性 を 示 す Ｓ Ｉ Ｖ Ｉ
（ Stable Ingesta Volume Increase） が 減 少 し た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中
鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド の 給 与 に よ り 、 第 一 胃 内 発 酵 が 調 整 さ れ 、 飼 料 成 分 の 利 用 効
率 が 向 上 し 、 更 に 、 濃 厚 飼 料 多 給 時 に お け る 第 一 胃 環 境 の 改 善 に も 効 果 が あ る こ と が 認 め
ら れ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 例 ４ ： ラ ウ リ ン 酸 が 飼 養 成 績 に 与 え る 影 響
　 実 施 例 １ で 調 製 し た 中 鎖 脂 肪 酸 又 は 中 鎖 脂 肪 酸 の ト リ グ リ セ ラ イ ド を 有 効 成 分 と す る 第
一 胃 発 酵 調 整 用 飼 料 が 飼 料 の 持 つ エ ネ ル ギ ー 及 び 蛋 白 質 の 効 率 を 改 善 し 、 飼 料 効 率 及 び 生
産 性 へ の 有 効 性 を 持 つ か を 判 定 す る 目 的 で 以 下 の 試 験 を 実 施 し た 。
　 す な わ ち 、 ホ ル ス タ イ ン 種 去 勢 牛 を 使 用 し 、 肉 牛 用 配 合 飼 料 （ 実 施 例 １ と 同 様 の も の ）
に 対 し 、 無 添 加 区 を 対 照 区 と し 、 ラ ウ リ ン 酸 を １ ． ０ ％ 含 有 す る も の を 試 験 区 と し 、 自 由
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摂 食 さ せ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 結 果 は 、 表 ４ に 示 す 通 り で あ る 。 ラ ウ リ ン 酸 の 添 加 に よ り 、 第 一 胃 発 酵 が 調 整 さ れ 、 少
な い 採 食 量 に も 拘 わ ら ず 日 増 体 量 は 同 等 に 推 移 し 、 飼 料 効 率 が 著 し く 改 善 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 ４ 】
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